
２０１７年１１月２６日（日）に開催する交流センターフェアの企画として、今年も市民活動団体

の活動紹介パネル展を実施することになりました。活動への思いや日頃の成果など、ご来場の市民

の方にアピールする機会としてご活用していただければと思います。ご応募お待ちしています！ 

＊展示日時：2017 年 11月 26日（日）10：00～20：00 

＊展示場所：市民交流センター１Ｆ 市民活動スペース 

＊仕  様：Ａ１サイズ（600㎜×900㎜）のスチレンボード（タテ）に、写真、イラストなどを貼

り付けて展示（展示後のパネルは団体にそのままお譲り致します） 

＊応募締切：11月 19日（日）※先着 30団体まで 

＊提出締切：11月 24日（金） 

＊申込方法：申込用紙（交流センターで配布）に必要事項を記入の上、窓口にてお申込み下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊テーマ 

30年後の未来に向けて 

＊トモイクフェスティバル日程 

 2018年 3月 24日（土）・25日（日） 

＊会場 

逗子文化プラザ市民交流センター 

＊締切 

10月 20日（金） 

＊応募方法 

参加申込書（市民交流センターで用意）に記入し FAX、E メール、または市民交流センター窓口へ 

逗子トモイクフェスティバル企画・出展者募集 
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発行：逗子文化プラザ市民交流センター（平成 29年 9月 20日） 

爽 や か な 秋 の 空 気 が 心 地 よ い 季 節 に な り ま し た 。  

読 書 、 ス ポ ー ツ 、 旅 行 な ど 、 そ ん な 心 地 よ い 空 気 に 誘

わ れ て 外 に 出 か け て 行 き た く な り ま す ね 。  

出 か け た 先 で 美 味 し い も の に 出 会 え た ら 、食 欲 の 秋 も

満 喫 で き そ う ♪  

パネル展示希望団体募集 

ワークショップや 

フリーマーケットなど 

を開きませんか 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■．開催内容・所感 

池子の相談家具屋ウッドワークセンターで行っ

た「木の時計作り」。初めて糸のこを使う子ど

もたちが多く、危険な箇所や作業の注意・説明

ののち作業開始する。①設計図を描き、時計を

取り付けるスペース②木を切り抜く糸のこスペ

ース③色付け、ボンド貼りスペース 

3 カ所に分かれた作業場を移動しながら工程に

沿った作業を進めました。 

講座名：「小商いのための補助金活用セミナー」 

日時：2017年 9月 10日（日）14：00～16：00  

場所：逗子文化プラザ市民交流センター第 2会議室 

講師：糀屋 剛氏（行政書士/ソーシャルデザインサポート代表） 

参加者：12名 （託児 2名） 

ソーシャルビジネス講座 

 工程の中で 1 番時間がかかったのが設計図作

成。出来上がりを思い浮かべ親子で相談しながら

作った設計図。創意工夫を凝らした設計図が完成

し、次は 1 番緊張した工程・糸のこ作業。初めて

体験する子どもたちをサポートし、見守る保護

者。交代で作業を進め、真剣なまなざしで集中し

ながらも楽しむ子どもたち。糸のこを使った工程

は「もっとやりたーい」の声が多く、これほど集

中し作業する子どもの姿を見たのは初めてとい

った保護者の声も聞こえた。文字盤のカットが完

成し、最終工程の色ぬりや木片貼り。各自のアイ

デア溢れる素晴らしい作品が出来上がりました。 

世界でひとつだけのオリジナル時計をつくろう 

親子講座 

講座名：「世界にひとつだけのオリジナル時計を作ろう」 

日時：2017年 8月 27日(日)13：30～16：30  

場所：WOODWORK CENTER（逗子市池子 1-8-3） 

講師：相談家具屋 ウッドワークセンター 

参加者：9組 20名 

小商いのための補助金活用セミナー 

■アンケート結果 回収件数：12件 

Q.講座の内容は期待に沿うものでしたか 

受講満足度  4.4 点（5 点満点） 

事業計画を考えるポイントまで聞けて有り難かっ

た。用語が分かりにくかったところがあり勉強にな

りました。助成金については知識がなかったのでた

めになりました。という意見が挙がりました。 

■開催内容・所感 

補助金を得ることで、人脈などお金以外のものを活用できるきっか

けになるというメリットを説明する。またその一方で、補助金申請の

採択率は低いという現実も説明された。仮に採択されなかったとして

も、申請することで団体の目指す目標の再共有となったり、改めて振

り返ることで事業が明文化され銀行融資が受けやすくなったりする面

もあると、補助金申請が単にお金を得るだけではないということを伝

えたいと締めくくった。 

第 14回  

寄贈品：ノートパソコン 55台 

日時：2017年 8月 26日（土）14:00～17:00  

場所：茅ヶ崎市役所 4階会議室（1.2.3） 

参加者：104名(PC寄贈団体 64名、運営 40名) 

イーパーツリユースＰＣ寄贈プログラム寄贈式 

■．開催内容・所感 

関係者の挨拶、寄贈される PCについて、PCの提供元やリユースの手順など、

イーパーツの理事である会田氏にご説明いただきました。その後、情報セキュ

リティに対する知識をゲームで得る｢セキュろく｣を寄贈式に出席する団体同

士の交流も兼ねて実施し、会場はおおいに盛り上がりました。寄贈式は、各団 

 体の簡単な自己紹介を交えて行われ、団体の活動内容、寄贈された PCの活用方法について発表が続き

ました。寄贈式のあとは、事前課題として参加者に活動の風景を紹介する写真を用意していただき、会

場に掲示し、たがいに評価しあいました。最も評価が高かった団体に、さらにプリンタが寄贈されまし

た。残念ながら、逗子から参加した団体は選ばれませんでしたが、どのような写真が広報物として評価

が高いのか考えるよいきっかけになったようです。会場である茅ヶ崎のアピールタイムとして、地元団

体によるフラダンスの披露も行われ、寄贈式と言っても和やかで楽しい雰囲気のものになりました。 

 

 

■．アンケート結果（回答数 8） 

Ｑ4.講座の内容は期待に沿うものでしたか  

  受講満足度平均点  4.88 点（1～5点で評価） 



 主に逗子市で活動している市民活動団体を紹介していきます！ 

                           

団体構成員の行動基準を作りませんか？ 

1980 年に設立した、特定非営利活動法人 日本国際ボランティアセンター（JVC）は、世界 9 か国で活

動を展開する NGOです。代表理事の谷山博史氏によれば、「NGO にとって、活動地の人々と、また活動

を支持・支援してくれる人々との間に信頼関係を築いていくことは重要なことと捉え、活動に関わる諸要

素についてしっかりと説明できるよう、活動実施上の行動基準を持つほか、活動に携わる職員に関する諸

規則、安全、労務、財務、情報などの管理規定を整備し、同時にそれぞれの連関性を高めることで活動の

持続性や透明性を担保しています。」とのこと。 

JVCでは現在、約 100 人の有償スタッフが活動しており、東京事務所

に約 20 人、海外現場では約 80 人、その大半は現地国籍のスタッフで、

そのほかに常時 100 名以上のボランティアの方が自主的に活動していま

す。スタッフの人数が多いことや、活動拠点が世界中に複数あることに

よって、スタッフ間の活動情報の共有も大変ですが、意識レベルを同程

度に保つことはとても大変なことのようです。その中で、とても有効だ

ったのは、スタッフの【行動基準】があること、とおっしゃっていま

した。 

組織の継続や発展を願う時、見落としがちになるのは現場のスタッフのモチベーションのありようで

す。支部や部門がばらばらに存在するのではないことを常に意識し、相乗効果を高めるために一定の行動

基準を作成し、意識的に行動できた時、活動の継続性や発展性が担保されるのではないかと思います。 

さて、皆さんの団体には行動基準がありますか。少人数の時に簡単なものから作成し、更新していき

ましょう。組織内の課題が少し解決するかもしれませんね。（Te） 
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1993 年設立。学校のヨット部出身者

や、逗子湾や葉山の海でヨットに乗って

いる人達を中心に、交流を深めるために

設立。 

会員相互の交流や、ヨットの普及。 

青少年に対してヨットの体験をしてもら

い、ヨットの素晴らしさや 

技術を伝えたい。 

・市民ヨット教室（年１回） 

・ジュニアヨット教室（年１回） 

・市民ヨットレース（年１回） 

・毎月１回、海に出てヨットに乗りなが

ら会員同士の親睦を深めている。 

・小学校の授業などで子供たちに教えられた

ら良いと思っている。 

・逗子の海をきれいに保つための活動に力を

入れたい。（40 年位前の海はもっと汚かった

が、今は随分きれいになった） 

団体を作ったきっかけは？ 活動の目的は？（誰のため？何のために？） 

FILE NO,1 

具体的な活動内容 今後の課題、抱負など 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市民交流センター プール 

1 
 

日 

 
 

11 月分先着予約開始  

2 月 

 
 
 

★ 

 

 

3 
 

火 

 
 

 

休館日 休 

 4 水 

 

 □ 

 5 木 

 

 ★ 

 

 
6 金  ◎ 

★ 

 

7 土 

水 
 

 ★ 

 

 

8 日 

 

  

9 月 

 

 ★ 
 10 火 

 

          ★ 

 

 
11 水  □ 

 

 
12 木 

 

 
 

★ 

 

 
13 金  ◎ 

 14 土 
 

 

 ★ 

 15 日 
 

  

16 月 
 

 ★ 

 17 火 
 

休館日 休 

 
 

18 水  □ 

 19 木 
 

 ★ 

 

 
20 金 12 月分抽選結果発表   

                
 

◎ 

 21 土 

 

 ★ 

 22 日 
 

  

23 月 
 

 ★ 

 24 火 
 

 ★ 

25 水  □  

 26 木 
 

 ◆ 

 

 
27 金

ッ

ク 

 ◎ 

28 土 
 

 
 

 ★ 

 29 日 
 

  

30 月  ★ 

 31 火 
 

 ◆ 

 
※予定が変更とな 

る場合もあります。 

ご理解とご協力を 

お願いいたします。 

 

◆臨時休館のお知らせ◆ 
11月 18日（土）は 15時から開館します。 
9：00～15：00、逗子小学校区避難所運営訓練実施のため、15時から開館します。 
屋内温水プールは 12時から利用できます。 
 

◆ランナー利用券◆ 
ご好評につき第 2弾実施！ジョギング・ウォーキングをされている皆さんに朗報！ 

1日 2回入退場可。着替え、ロッカー、シャワースペースとして 

屋内温水プール・更衣室をご利用できます。 

※詳しくはプール受付にお問合せください。 

information 
＊開館時間 

9：00～21：00 （受付は 20：00まで。 

屋内温水プールの入場は 20：30まで） 

＊休館日   

第 1 ・ 3火曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館） 

年末年始（12月 29日～翌年 1月 3日） 

 

※全館禁煙 ・ ごみはお持ち帰りください。 

〒249-0006             

神奈川県逗子市逗子４－２－１１     

TEL ： 046-872-3001       

Fax ： 046-872-3003  

E メール ： ac-center@zushi-psc.org 

ホームページ : 

www.city.zushi.kanagawa.jp/kouryu/ 

屋内温水プール 

TEL ・ FAX ： 046-872-3004 

access 

 ＊京浜急行「新逗子」駅より徒歩 2分 

＊JR「逗子」駅より徒歩 5分 

（施設内駐車場は台数に限りがありますので、 

公共交通機関をご利用ください。） 

 

 

 

 

 

 

★ うみかぜクラブ（２コース）１３～１５時 

◎ 水中運動教室（2コース）１０～１２時 

□ 大人の水泳教室（２コース）１０～１２時 

◆ 逗子小クラブ（２コース）１４：５０～１５：４０ 
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 【開催場所】交流センター１階、喫茶スペース ・ 横 

【開催日時】月～金曜日 １０～１６時（交流センター休館日、祝休日、年末年始を除く）  

※エコ広場お問合せ先  

090-9380-1422（海野） 
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